





















































的な研究となっていた（e.g. Guadagni and Little 
1983，Neslin et. al. 1985，Gupta 1988，Chiang 

























































































部門 jと部門 k の同時購買比率は、来店時に部門 j 
で購買が行われたときに、同じ来店時に部門 k で
購買が行われる比率である。この同時購買比率は

































































































































































































































































































婦人服 0.040 -0.322 -0.119
婦人洋品 0.020 -0.311 -0.140
婦人雑貨 0.002 -0.182 -0.079
紳士服 0.583 -0..102 0.112
紳士洋品 0.504 -0.092 0.045
子供服洋品 -0.049 0.215 0.512
呉服 -0.251 -0.178 -0.143
寝装品 -0.025 0.390 -0.333
家具 -0.076 0.489 -0.364
家庭用品 -0.105 0.377 -0.286
宝飾 -0.205 -0..273 -0.104
趣味雑貨 -0.201 0.204 0.526
スポーツ用品 0.304 -0.122 0.137
食堂 -0.266 -0..051 0.162
その他 -0.276 -0.041 0.074









































　対象  jと対象 k の条件 i での類似度δjki は、nを対
象数、N を条件数とすると、N 個のn×nの対称類
似度行列で表すことができる。共通対象布置にお

















象 j の次元 t の座標である。このとき、xjtを (  j, t ) 
要素にもつn×p 行列をXとする。
　個人 i の対象布置、つまり、個人 i の専用布置
は、共通対象布置の次元を伸縮させることで得ら
れる。次元の伸縮は各次元を重み付けることで行
う。個人 i の次元 t に対する重みをwit(非負)とし、
witを ( i, t ) 要素にもつ N×p 行列をWとする。個人 



















　各次元での対象 jと対象 k の座標の差の2乗（xjt
－xkt）2が wit により重み付けられ、重み wit は個人 i 






































図 9 個人 3の専用布置図8　個人1の専用布置 図9　個人3の専用布置
図6　 布置 図7　
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